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(57)【要約】
【課題】　高強度でかつ安定な形状のスペクトルを有す
る可視領域のＳＣ光を生成する広帯域光源装置を提供す
ることを目的とする。
【解決手段】　広帯域光源装置１Ａは、ＤＰＳＳＬ光源
１０、周波数逓倍器２０、及び光ファイバ３０を備える
。ＤＰＳＳＬ光源１０から種光として出力されたレーザ
光C1は周波数逓倍器２０に入力される。入力されるレー
ザ光C1は、周波数逓倍器２０においてレーザ光C1の第2
高調波レーザ光C2となり、このレーザ光C2は周波数逓倍
器２０から出力される。周波数逓倍器２０から出力され
たレーザ光C2は、光ファイバ３０の入射端に入力され、
光ファイバ３０により導波される。光ファイバ３０にお
いて、光導波に伴う非線形現象により波長帯域が拡大さ
れ、可視領域内で又は可視領域を含む広帯域にわたって
なだらかなスペクトル形状を有するSC光が発生してその
SC光が光ファイバ３０の出射端から出力される。
【選択図】　図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　半導体レーザ光源から出力されるレーザ光により励起されて種光を出力する固体レーザ
光源と、
　前記光源から出力された種光を入力して種光の波長と異なる波長の波長変換光を発生さ
せ、その波長変換光を出力する波長変換部と、
　前記波長変換部から出力された波長変換光を入力して、波長帯４００nm以上７００nm以
下の範囲に含まれる帯域幅１００nm以上のＳＣ光を発生させ、そのＳＣ光を出力する非線
形媒体部、とを備える広帯域光源装置。
【請求項２】
　前記固体レーザ光源から出力される前記種光の中心波長が波長範囲１５００nm以上１
６００nm以下に含まれることを特徴とする請求項１に記載の広帯域光源装置。
【請求項３】
　前記固体レーザ光源が前記種光としてモード同期パルスレーザ光を出力するパルスレー
ザ光源であることを特徴とする請求項１に記載の広帯域光源装置。
【請求項４】
　前記固体レーザ光源が前記種光として非同期パルスレーザ光を出力するパルスレーザ光
源であることを特徴とする請求項１に記載の広帯域光源装置。
【請求項５】
　前記波長変換部が周期分極反転二オブ酸リチウム結晶を含むことを特徴とする請求項１
に記載の広帯域光源装置。
【請求項６】
　前記波長変換部が非線形結晶を含むことを特徴とする請求項１に記載の広帯域光源装置
。
【請求項７】
　前記非線形媒体部がフォトニック結晶ファイバであることを特徴とする請求項１に記載
の広帯域光源装置。
【請求項８】
　前記非線形媒体部がテーパーファイバであることを特徴とする請求項１に記載の広帯域
光源装置。
【請求項９】
　前記非線形媒体部が、前記波長変換部から出力された波長変換光を入力して、帯域幅２
００ｎｍ以上のＳＣ光を出力することを特徴とする請求項１に記載の広帯域光源装置。
【請求項１０】
　前記非線形媒体部が、前記波長変換部から出力された波長変換光を入力して、４００ｎ
ｍ以上７００ｎｍ以下の波長域を含むスペクトルを有するＳＣ光を出力することを特徴と
する請求項１に記載の広帯域光源装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、広帯域光源装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　スーパーコンティニューム光(ＳＣ光)は、広帯域光の一種で、その高出力性、広帯域性
及びスペクトル平坦性などの特徴を有する。そのため、光計測や近赤外分光など様々な応
用分野への重要光として期待されている。特に、４００nmから７００nmの可視領域のＳＣ
光は画像表示装置（ディスプレイ）への適用等から、多く研究されており、可視領域のＳ
Ｃ光の生成に関する報告がなされている。
【０００３】
　以下の非特許文献１第１４ページに記載された広帯域光源装置FFS.SYS-SHG-PCFでは、
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Ｅｒ添加ファイバレーザを光源として用い、出力レーザ光をフォトニック結晶ファイバ（
Photonic Crystal Fiber：ＰＣＦ）に導波し、そのＰＣＦにおいて生じる光導波に伴う非
線形光学現象を用いて可視領域のＳＣ光を生成している。
【非特許文献１】Toptica社、”FemtoFiber　Laser”、[online]、Apr,7,2007、［平成１
９年４月１１日検索］、インターネット＜URL：http://www.toptica.com/products/iteml
a yer/97/BR-41003E-FFS-2006-12.pdf＞
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　非特許文献１に記載されている広帯域光源装置では、光源としてＥｒ添加ファイバレー
ザを用いている。しかしながら、Ｅｒ添加ファイバレーザ光源は、一般的に波長変換に必
要な十分な高出力を得るために光増幅器（Erbium Doped Fiber Amplifier：ＥＤＦＡ）等
を使用しており、これによりコストの増加、出力光の波形の歪み等の問題が生じていた。
また、この入力光の波形の歪みにより波長変換効率が低くなり、その結果、高強度かつ安
定なＳＣ光を得ることが困難であった。
【０００５】
　本発明は上記事情に鑑みてなされたものであり、高強度でかつ安定な形状のスペクトル
を有する可視領域のＳＣ光を生成することができる広帯域光源装置を提供する。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　上記課題を解決するため、本発明の広帯域光源装置は、半導体レーザ光源から出力され
るレーザ光により励起されて種光を出力する固体レーザ光源（Diode-Pumped Solid-State
 Laser 光源：ＤＰＳＳＬ光源）と、光源から出力された種光を入力して種光の波長と異
なる波長の波長変換光を発生させ、その波長変換光を出力する波長変換部と、波長変換部
から出力された波長変換光を入力して、波長帯４００nm以上７００nm以下の範囲に含まれ
る帯域幅１００nm以上のＳＣ光を発生させ、そのＳＣ光を出力する非線形媒体部、とを備
えることを特徴とする。
【０００７】
　本発明の広帯域光源装置では、ＤＰＳＳＬ光源から種光が出力される。ＤＰＳＳＬ光源
から出力された種光は、波長変換部に入力されて、波長変換部において入力された種光と
異なる波長の波長変換光が発生し、その波長変換光が波長変換部から出力される。波長変
換部から出力された波長変換光は、非線形媒体部に入力され、非線形媒体部において波長
帯４００nm以上７００nm以下の範囲に含まれる帯域幅１００nm以上のＳＣ光が発生し、そ
のＳＣ光が非線形媒体部から出力される。
【０００８】
　光源としてＥｒ添加ファイバレーザ光源が使用される場合は、ＥＤＦＡを用いて光増幅
させるため、光増幅により出力光の波形及びスペクトル形状が歪んでしまう。これに対し
て、光源としてＤＰＳＳＬ光源を用いる場合は、光増幅させなくても出力光のピークパワ
ーは高く、出力光のスペクトル形状が安定している。
【０００９】
　具体的には、例えば、フェムト秒のＤＰＳＳＬ光源では、１００ｍＷのパワーでパルス
時間幅が２００ｆｓ、スペクトル幅が１３ｎｍ、パルス時間幅にスペクトル幅に相当する
振動数幅を掛けた値が０．３５以下である綺麗なソリトンの波形が得られる。したがって
、高出力でかつ安定な形状のスペクトルを有する出力光を出力するＤＰＳＳＬを光源とし
て用いることにより、簡単な構成で安定かつ高出力の波長変換光を生成し、またこの波長
変換光から高強度かつ安定な形状のスペクトルを有する可視領域のＳＣ光を生成すること
が可能となる。
【００１０】
　本発明に係る広帯域光源装置は、ＤＰＳＳＬ光源から出力される種光の中心波長が波長
範囲１５００nm以上１６００nm以下に含まれるのが好適である。この場合には、Ｅｒ添加
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ガラスなどの汎用の材料を使用して容易に製造できる光源を用いることが可能となる。
【００１１】
　本発明に係る広帯域光源装置は、ＤＰＳＳＬ光源が種光としてモード同期パルスレーザ
光を出力するパルスレーザ光源であるのが好適である。かかる光源から出力されるパルス
レーザ光は、ピークパワーが高く、パルスレーザ光のスペクトル形状が安定しているため
、かかる光源を用いることで、スペクトル形状が安定している高出力の波長変換光を得る
ことが可能となる。また、同様の理由によりスペクトルの形状が安定している高出力のSC
光を得ることも可能となる。
【００１２】
　本発明に係る広帯域光源装置は、ＤＰＳＳＬ光源が種光として非同期パルスレーザ光を
出力するパルスレーザ光源であるのが好適である。この場合は、音響光学素子（Acousto-
Optic Device：Ａ／Ｏ素子）又は電気光学素子（Electro-Optic Device：Ｅ／Ｏ素子）等
を取り入れて特別な制御を行わずに、簡単な構造でピークパワーが高い非同期パルスレー
ザ光を得られる。そのため、Ｅｒ添加ファイバレーザ光源の場合のように光増幅器を用い
ることなく、スペクトルの強度が高い波長変換光及びSC光を得ることが可能となる。
【００１３】
　本発明に係る広帯域光源装置は、波長変換部が周期分極反転二オブ酸リチウム結晶（Pe
riodically Poled Lithium Niobate：ＰＰＬＮ）を含むのが好適である。この場合には、
ＰＰＬＮの分極構造の周期を変えることで、広い波長範囲において高い効率で波長変換を
行うことが可能となる。本発明に係る広帯域光源装置は、波長変換部が非線形結晶を含む
のが好適である。この場合には、容易に波長変換光を得ることが可能となる。
【００１４】
　本発明に係る広帯域光源装置は、非線形媒体部がフォトニック結晶ファイバ（Photonic
 Crystal Fiber：ＰＣＦ）であるのが好適である。この場合には、４００ｎｍから７００
ｎｍまでの可視領域範囲内に零分散波長が存在するように制御することが可能であるため
、容易に波長帯４００nm以上７００nm以下の範囲に含まれるＳＣ光を得ることが可能とな
る。
【００１５】
　本発明に係る広帯域光源装置は、非線形媒体部がテーパーファイバであるのが好適であ
る。テーパーファイバは、シングルモード光ファイバ（Single Mode Fiber：ＳＭＦ）を
ヒータ、バーナ、ＣＯ２レーザ等で溶融しながら引き伸ばすだけで製作することが可能で
あると共に、容易に零分散波長を４００ｎｍから７００ｎｍまでの可視領域範囲内に存在
させることができるため、容易に波長帯４００ｎｍ以上７００ｎｍ以下の範囲に含まれる
ＳＣ光を得ることが可能となる。
【００１６】
　本発明に係る広帯域光源装置は、非線形媒体部が、波長変換部から出力される波長変換
光を入力して、帯域幅２００ｎｍ以上のＳＣ光を出力するのが好適である。この場合には
、少なくとも可視光線の原色の内の２色光を得ることができるため、画像表示装置（ディ
スプレイ）への適用が可能となる。また、光の波長成分ごとに吸収、散乱、反射強度等を
調べることで複数の対象物の同時検出装置への適用も可能となる。
【００１７】
　本発明に係る広帯域光源装置は、非線形媒体部が、波長変換部から出力される波長変換
光を入力して、４００ｎｍ以上７００ｎｍ以下の波長域を含むスペクトルを有するＳＣ光
を出力するのが好適である。この場合には、赤色光、青色光、緑色光の３原色光すべてを
得られるため、ＳＣ光を利用したフルカラーディスプレイを実現することが可能となる。
また、更に多くの対象物の同時検出も可能となる。
【発明の効果】
【００１８】
　本発明によれば、高強度でかつ安定な形状のスペクトルを有する可視領域のＳＣ光を生
成する広帯域光源装置を提供することができる。
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【発明を実施するための最良の形態】
【００１９】
　以下、添付図面を参照しつつ本発明に係る広帯域光源装置の好適な実施形態について詳
細に説明する。なお、図面の説明において同一の要素には同一の符号を付し、重複する説
明を省略する。
【００２０】
　（第1実施形態）
　図1は、本発明の第１の実施形態に係る広帯域光源装置１Ａの構成を示す図である。広
帯域光源装置１Ａは、ＤＰＳＳＬ光源１０、周波数逓倍器２０、及び光ファイバ３０を備
える。ＤＰＳＳＬ光源１０は、半導体レーザ光源から出力されるレーザ光により励起され
種光としてレーザ光Ｃ１を出力する。周波数逓倍器２０は、例えば非線形結晶であって、
ＤＰＳＳＬ光源１０から出力されたレーザ光Ｃ１を入力してレーザ光C1の第２高調波レー
ザ光C2を発生させ、そのレーザ光C2を出力する波長変換部である。光ファイバ３０は、レ
ーザ光C2を入力して導波し、その光導波に伴う非線形光学現象により波長帯域が拡大され
、可視領域内で又は可視領域を含む広帯域にわたってなだらかなスペクトル形状を有する
SC光を発生させ、そのSC光を出力端から出力する非線形媒体部である。
【００２１】
　この広帯域光源装置１Aでは、ＤＰＳＳＬ光源１０から出力されたレーザ光C1は周波数
逓倍器２０に入力される。入力されるレーザ光C1は、周波数逓倍器２０においてレーザ光
C1の第2高調波レーザ光C2となり、このレーザ光C2は周波数逓倍器２０から出力される。
周波数逓倍器２０から出力されたレーザ光C2は、光ファイバ３０の入射端に入力され、光
ファイバ３０により導波される。光ファイバ３０において、光導波に伴う非線形現象によ
り波長帯域が拡大され、可視領域内で又は可視領域を含む広帯域にわたってなだらかなス
ペクトル形状を有するSC光が発生し、そのSC光が光ファイバ３０の出射端から出力される
。
【００２２】
　ＤＰＳＳＬ光源１０から出力されたレーザ光Ｃ１は、より好ましくは１５５０ｎｍに中
心波長を有している。また、レーザ光Ｃ１が周波数逓倍器２０に入力されて周波数逓倍器
２０により発生されたレーザ光Ｃ１の第２高調波レーザ光Ｃ２は、７７５ｎｍに中心波長
を有している。ＤＰＳＳＬ光源１０から出力されるレーザ光Ｃ１の中心波長が波長範囲１
５００nm以上１６００nm以下に含まれているので、Ｅｒ添加ガラスなどの汎用の材料を使
用して容易に製造できる光源を用いることが可能となる。
【００２３】
　光ファイバ３０は、コア径が1.7μｍの六角形タイプのフォトニック結晶ファイバ（Ｐ
ＣＦ）であるのが好ましい。ＰＣＦでは、コアとクラッドとの屈折率差が大きいため、通
常の光ファイバよりも光の閉じ込めが強く、高密度の光伝搬が可能となり、非線形光学現
象が起こりやすくなる。ここで、「六角形タイプのＰＣＦ」とは、ファイバの長手方向に
沿ってコアの中心を中心とするクラッド上の円の円周上に等間隔に同径の６個の空孔を形
成することにより、非線形性や分散特性を或る程度自由に設計可能な光ファイバをいう。
【００２４】
　図２は、ＤＰＳＳＬ光源１０から種光として出力されるレーザ光Ｃ１、周波数逓倍器20
から出力されるレーザ光Ｃ２、及び光ファイバ３０にレーザ光Ｃ２が入力された場合にお
ける光ファイバ３０から出力されるＳＣ光のスペクトルを示す図である。図２に示される
ように、レーザ光Ｃ１及びレーザ光Ｃ２はそれぞれ１５５０ｎｍ及び７７５ｎｍに中心波
長を有しており、レーザ光Ｃ２のスペクトルの形状が安定している。また、７７５ｎｍに
中心波長を有するレーザ光Ｃ２を光ファイバ３０に入力した場合、光ファイバ３０から出
力される広帯域光（ＳＣ光）は４００ｎｍから１１００ｎｍまでの波長域にあり、４５０
ｎｍから１１００ｎｍまでのスペクトル強度に大きい差異がなく、発生したＳＣ光のスペ
クトルの形状は安定しており、高出力である。
【００２５】
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　このように、ＤＰＳＳＬ光源１０を用いることで、光増幅器を用いずに、安定かつ高出
力の波長変換光レーザ光Ｃ２を得ることができる。また、この安定かつ高出力の波長変換
光であるレーザ光Ｃ２を光ファイバ３０（ＰＣＦ）に入力し光導波し、光ファイバ３０中
において光導波に伴い生じる非線形光学現象により、４００ｎｍ以上７００ｎｍ以下の可
視領域を含む４００ｎｍから１１００ｎｍまでの広帯域にわたって高強度でかつ安定な形
状のスペクトルを有するＳＣ光を得ることができる。
【００２６】
　以上、本発明の好適な第１実施形態について説明してきたが、第1実施形態は本発明の
要旨を逸脱しない範囲で様々な変更が可能である。たとえば、本実施形態では、光ファイ
バ３０はＰＣＦであるが、高非線形のソフトガラスファイバやソフトガラスベースのホー
リーファイバ、サブミクロンのコア径を有する光導波路やシリコン導波路、アルゴンなど
のガスを封入した中空ファイバ、サファイアなどの光学結晶、BK-7ガラス板、テーパーフ
ァイバなどであってもよい。また、光ファイバ３０と周波数逓倍器２０とは光ファイバで
結合されていてもよいし、空間結合であってもよい。
【００２７】
　本実施形態では、ＤＰＳＳＬ光源１０が、種光としてモード同期パルスレーザ光を出力
するパルスレーザ光源であるのが好適である。かかる光源から出力されるパルスレーザ光
は、ピークパワーが高く、パルスレーザ光のスペクトル形状が安定しているため、かかる
光源を用いることで、スペクトル形状が安定している高出力の波長変換光を得ることが可
能となる。また、同様の理由によりスペクトルの形状が安定している高出力のSC光を得る
ことも可能となる。
【００２８】
　また、ＤＰＳＳＬ光源１０が、種光として非同期パルスレーザ光を出力するパルスレー
ザ光源であってもよい。この場合は、音響光学素子（Ａ／Ｏ素子）又は電気光学素子（Ｅ
／Ｏ素子）等を取り入れて特別な制御を行わずに、簡単な構造でピークパワーが高い非同
期パルスレーザ光を得られる。そのため、Ｅｒ添加ファイバレーザ光源の場合のように光
増幅器を用いることなく、スペクトルの強度が高い波長変換光及びSC光を得ることが可能
となる。
【００２９】
　また、ＤＰＳＳＬ光源１０が、増幅媒体としてＹｂ添加ガラスが使用されるレーザ光源
であってもよい。この場合には、出力されるレーザ光C１の中心波長が１．０６μｍ付近
となるため、第２高調波レーザ光C２は５３０ｎｍ付近に中心波長を有することとなる。
【００３０】
　（第２実施形態）
　図３は、本発明の第２の実施形態に係る広帯域光源装置１Ｂの構成を示す図である。広
帯域光源装置１Ｂは、ＤＰＳＳＬ光源１０、光ファイバ３０、分極反転ニオブ酸リチウム
結晶（ＰＰＬＮ）４０、集光レンズ５１及び集光レンズ５２を備える。
【００３１】
　この広帯域光源装置１Ｂでは、第１実施形態に係る広帯域光源装置１Ａと対比して、周
波数逓倍器２０に替えてＰＰＬＮ４０を備える点、並びに各構成要素が集光レンズ５１及
び集光レンズ５２により空間結合されている点で相違する。
【００３２】
　ＰＰＬＮ４０は、ＤＰＳＳＬ光源１０から種光として出力されたレーザ光Ｃ１を入力し
てレーザ光C1の第３高調波レーザ光C2を発生させ、そのレーザ光C2を出力する波長変換部
である。ＰＰＬＮ４０は、ニオブ酸リチウム（ＬｉＮｂＯ３：ＬＮ）の自発分極の方向を
１８０°ずつ交互に反転させた分極反転結晶で、反転する周期長を調節することで自由に
出力波長を設計することができるため、容易にレーザ光C1の第３高調波レーザ光C2を生成
することができる。
【００３３】
　集光レンズ５１は、ＤＰＳＳＬ光源１０から種光として出力されるレーザ光Ｃ１を集光
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して、集光した光をＰＰＬＮ４０に入力する手段であって、ＤＰＳＳＬ光源１０とＰＰＬ
Ｎ４０との間に配置されている。ＤＰＳＳＬ光源１０から出力されるレーザ光Ｃ１の集光
レンズ５１への入射軸、集光レンズ５１の光軸及びＰＰＬＮ４０の長手方向の中心軸は一
致しており、集光レンズ５１はその集光点がＰＰＬＮ４０の長手方向の中心軸上に位置す
るように配置されている。
【００３４】
　集光レンズ５２は、ＰＰＬＮ光源４０において発生して出力されたレーザ光Ｃ１の第３
高調波レーザ光Ｃ２を集光して、集光した光を光ファイバ３０の入力端に入力させる手段
である。集光レンズ５２は、ＰＰＬＮ４０と光ファイバ３０との間に配置されている。Ｐ
ＰＬＮ４０の長手方向の中心軸、集光レンズ５２の光軸及び光ファイバ３０の軸方向は一
致しており、光ファイバ３０の入射端面側の先端部分は集光レンズ５２の集光点に配置さ
れている。
【００３５】
　この広帯域光源装置１Ｂでは、ＤＰＳＳＬ１０から種光として出力されたレーザ光Ｃ１
は、集光レンズ５１に入力されて集光レンズ５１により集光され出力される。集光レンズ
５１から集光され出力されたレーザ光Ｃ１は、ＰＰＬＮ４０に入力され、ＰＰＬＮ４０に
おいてレーザ光Ｃ１の第３高調波レーザ光Ｃ２となり、そのレーザ光Ｃ２がＰＰＬＮ４０
から出力される。
【００３６】
　ＰＰＬＮ４０から出力されたレーザ光Ｃ２は、集光レンズ５２に入力され集光レンズ５
２により集光され出力される。集光レンズ５２により集光され出力されたレーザ光Ｃ２は
、光ファイバ３０の入射端に入力され光ファイバ３０により導波される。光ファイバ３０
において光導波に伴う非線形光学現象により波長帯域が拡大され、可視領域内で又は可視
領域を含む広帯域にわたってなだらかなスペクトル形状を有するＳＣ光が発生して、その
ＳＣ光が光ファイバ３０の出射端から出力される。
【００３７】
　ＤＰＳＳＬ光源１０から出力されたレーザ光Ｃ１は、より好ましくは１５５０ｎｍに中
心波長を有しており、ＰＰＬＮ４０において発生し出力されたレーザ光Ｃ１の第３高調波
レーザ光Ｃ２は５１７ｎｍに中心波長を有している。光ファイバ３０はコア径が１．７μ
ｍの六角形タイプのＰＣＦ又は外径が１．２μｍのテーパーファイバであることがより好
ましい。
【００３８】
　図４（ａ）は、光ファイバ３０が、コア径が１．７μｍの六角形タイプのＰＣＦである
場合、及び外径が１．２μｍのテーパーファイバである場合における光ファイバ３０につ
いての波長分散特性を示すグラフである。図４（ａ）に示すように、コア径が１．７μｍ
の六角形タイプのＰＣＦ及び外径が１．２μｍのテーパーファイバは、その分散特性が互
いに異なる。
【００３９】
　図４（ｂ）は、波長変換光であるレーザ光Ｃ２のスペクトル、並びに光ファイバ３０が
コア径１．７μｍの六角形タイプのＰＣＦである場合及び外径１．２μｍのテーパーファ
イバである場合、中心波長を５１７ｎｍに有するレーザ光Ｃ２が光ファイバ３０に入力さ
れた場合における光ファイバ３０から出力されるＳＣ光のスペクトルを示す図である。図
４（ｂ）に示されるようにレーザＣ２は高強度でかつ安定な形状のスペクトルを有してい
る。また、光ファイバ３０がコア径１．７μｍの六角形タイプのＰＣＦである場合、光フ
ァイバ３０から出力されるＳＣ光（図中「ＳＣ１」）は４５０ｎｍから６００ｎｍまでの
波長帯にある。ＳＣ光（図中「ＳＣ１」）は４７０ｎｍから５８０ｎｍまでのスペクトル
強度に大きい差異がなく、スペクトルの形状は安定しており、高強度である。
【００４０】
　また、光ファイバ３０が外径１．２μｍのテーパーファイバである場合、光ファイバ３
０から出力されるＳＣ光（図中「ＳＣ２」）は３５０ｎｍから８００ｎｍまでの波長帯に
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【００４１】
　このように、ＤＰＳＳＬ光源１０を用いることで、光増幅器を用いずに、安定かつ高出
力の波長変換光レーザ光Ｃ２を得ることができる。また、この安定かつ高出力の波長変換
光レーザ光Ｃ２を光ファイバ３０（ＰＣＦ又はテーパーファイバ）に入力し光導波させ、
光ファイバ３０において光導波に伴い生じる非線形光学現象により４００ｎｍ以上７００
ｎｍ以下の可視領域を含む広帯域にわたって高強度でかつ安定な形状を有するスペクトル
を有するＳＣ光を得ることができる。
【００４２】
　以上、本発明の好適な第２実施形態について説明してきたが、第２実施形態は本発明の
要旨を逸脱しない範囲で様々な変更が可能である。たとえば、本実施形態では、光ファイ
バ３０はＰＣＦ又はテーパーファイバであるが、高非線形のソフトガラスファイバやソフ
トガラスベースのホーリーファイバ、サブミクロンのコア径を有する光導波路やシリコン
導波路、アルゴンなどのガスを封入した中空ファイバ、サファイアなどの光学結晶、BK-7
ガラス板などであってもよい。
【００４３】
　また、本実施形態でのテーパーファイバは外径が１．２μｍであるが、サブマイクロの
外径を有するものであってもよい。また、波長変換部としてＰＰＬＮ４０が使用されてい
るが、ポタジウムタイタニルフォスファ（KTP）、バリウムボレート（BBO）、リチウムト
リボレート（LBO）、リチウムイオンデート（LilnS）、などの非線形結晶であってもよい
。
【００４４】
　また、ＤＰＳＳＬ光源１０が、増幅媒体としてＹｂ添加ガラスが使用されるレーザ光源
であってもよい。この場合には、出力されるレーザ光C１の中心波長が１．０６μｍ付近
となるため、第３高調波レーザ光C２は３５０ｎｍ付近に中心波長を有することとなる。
【図面の簡単な説明】
【００４５】
【図１】本発明の第１実施形態に係る広帯域光源装置１Ａの構成図である。
【図２】広帯域光源装置１Ａの具体的な動作例を示す図である。
【図３】本発明の第２実施形態に係る広帯域光源装置１Ｂの構成図である。
【図４】広帯域光源装置１Ｂの具体的な動作例を示す図である。
【符号の説明】
【００４６】
　１Ａ～１Ｂ…広帯域光源装置、１０…ＤＰＳＳＬ光源、２０…周波数逓倍器、３０…光
ファイバ、４０…ＰＰＬＮ、５１…集光レンズ、５２…集光レンズ。 
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